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　（2 ） モ ノ 沃度醋酸，pchloro−mercuri −benzoate，　Ba一イ オ ン 等 も前項 b）と 同様の 効 果を

示 す．

　乱3） B2 の作 用は こ れ等 と又 趣 きを異 に しt 酸化酵素系皀口ち正 常呼吸 の 促進 に よ b ， 矢 張 ピ

ル ビ ン 酸の 蓄積の餘地 が失 わわ る もの と考 え られ る．

　（4） M ．mandshuricns の ビ ル ビ ン 酸蓄積作用を利 用す れ ば，　 B1 及 び その 近縁物 の 抗脚氣

能の 力償判定に 役立 つ と考 え られ る．

　即ち此方法で 測定 した B ．1・disulfide の 効 力は B エ と略同價，
　 SBI は駈．3 とな つ て ， 白鼠夊 は

十姉妹で得 た値 と
一致 す る．
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　動 物笳 肉 か ら myotoxin を製造 し これ を PH 　45 に

於 τ 脱蛋 白 し ，　 ア セ ト ン ，　 エ ー
テ ル で 精製す れば

Orcino1 反 應 強 陽性 の ATP 鹽を得 る．全 有 機燐 と7

分 間 遊離燐 との 比 は 3 ：2 で こ れ は triphosphate で あ

る t とを示 す．酷酸 バ y ウ ム で バ ，」ウ ム 鹽 と し て安定

な 壱の を得 る．250g の 鰯肉粉末か ら25g の myotoxin

を，1．5g の ATP ．−Ba を得 て い る． こ れ は マ グ ネ シ ウ

ム 鹽 とし pH 　4．5 の 水 溶液 とし τ 煮沸 すれ ば 肬 燐酸 さ

れ で ADP 鹽 に な る．　 バ リ ウ ム 鹽 に し て 確認 し て い

る．

　 以 上 の 過 程 に於 け る 憐の 定量 は BRIGGS
，
　A ．P ．〔J．

Biol．　 Chem ，5513 （1922））に 依 る比 色 法 を行 つ て い

る．

　痕跡 の inosinetriphosphateカ； myotoxin に 夾

難する 駄 が確認 され て い る・畷 田1

LaotokacllTUS　 casei に依 る ビチ オ ン の 合成

　　ANDREWs
，
　E．A ．　 and 　WILLIAMS

，
　V ．R ．： 」，
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　L ， casei は 1 立 當 り 4mi の 卵白を 含む オ レ イ ン 酸

培養基 に 於 で 多量 の ビ チ オ ン を菌體 内に 合成す る．菌

體 を 遠 心 分離 し，　 上澄液 も， 箘體 も， 別 k に 2N

H2SO4 ，121℃ で 2 時間分 解 し S π‘σ加 舶 耀 y‘8s 加
一

giris を使用 し て bioassay を行 つ た．上澄液中の ビ

オ チ ン は 培養基中と同 じ位 で あ る が 薦體中に は 10倍 の

ビ オ チ ン が 合成 さ れ る．

．ビ オ チ ン の bioassay と．して は S．　fragin
’
s を用 う

る 方法 が L ．casei を用 うる 方法よ b も優 れ る こ とが

知 られ る．

　 BRoQUIsT 　and 　 SNELL 〔J．　Bio1．　Cnem ．1SS　431

（1951）〕の 見 解 と一致 し た 結果 が 出て い る．（橋 田 り
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